
彙
　
　
　
報

　
　
　
　
小
牧
敏
授
醗
荏

　
本
臨
地
理
雄
言
霊
の
野
獣
た
る
小
牧
賓
繁
教
授
は
終
職
後
そ
の
推
退
に

就
い
て
考
慮
中
で
あ
っ
た
が
去
十
で
β
荘
．
麟
一
身
上
の
都
合
を
埋
由
に
解

表
を
提
出
し
て
十
二
月
瀞
七
日
附
で
逞
任
せ
ら
乳
踏
。
教
畏
は
昭
和
十
二

年
八
諺
賜
先
史
地
理
撚
研
究
扇
の
論
交
を
提
潟
し
て
交
羅
無
題
の
職
位
ウ
得
、

岡
雲
…
年
三
月
教
授
菰
任
官
、
石
橋
敦
授
の
後
を
承
け
て
史
樫
地
理
學
隼
二
’

講
座
を
携
空
し
、
職
時
中
は
特
に
疑
水
地
政
墨
を
捷
唱
し
ヂ
、
活
躍
鴨
る
所

が
あ
、
り
れ
た
の
で
あ
盗
っ
．

・
復
員
撃
生
纂
攻
決
建
．

專
攻
科
暴
定
以
前
堤
蕾
入
團
等
に
依
つ
で
軍
務
に
磐
て
る
た
廟
人

・
撃
科
學
生
中
復
員
に
伴
ひ
十
二
月
十
ご
日
．
ま
で
に
專
攻
を
決
定
し
た
も
の
．

は
・
次
の
如
く
で
あ
る
。

國
　
史
　
科

斑
灘
更
科

西
洋
史
科

地
理
學
科

八
　
名
’

二
．
名

二
　
名

「
名

な
ほ
從
來
専
攻
の
決
定
し
て
み
た
復
員
學
生
中
地
理
科
並
に
濁
史
科
昏

一
々
鯛
宛
の
㍊
門
噸
捧
㌫
叉
科
へ
の
晶
縛
紺
料
が
靭
晦
め
ら
れ
た
O
・

三

園
r
史
紐
究
窒
近
況
．

見
畢
　
十
ユ
月
八
π
（
土
）
に
西
町
教
授
・
東
伏
見
講
師
難
指
導
の
下
に
奈
．

　
　
　
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
も
　
　
　
　
ヒ
　
　

良
四
の
京
の
見
墨
を
行
り
た
。
一
行
約
四
＋
名
先
づ
秋
篠
寺
に
詣
り
浦
劔

伽
藍
の
蕉
蛙
を
探
り
（
鎌
倉
の
修
，
補
を
加
誇
た
本
玉
（
蕉
謙
幽
）
の
建
築
を
調
．

査
し
、
常
内
に
安
既
す
る
本
奪
藥
師
三
卑
を
は
じ
め
踏
佛
像
を
拝
潮
し
た
。
．

就
中
技
婆
心
と
偲
へ
る
、
一
畳
は
頭
部
は
奈
良
時
代
の
乾
漆
に
、
撫
臓
は
鎌
倉

　
セ
　
　
へ

痔
代
の
木
彫
を
以
つ
．
て
靖
修
し
て
頗
る
逸
品
で
あ
る
。
次
い
で
硬
直
ゆ
山
．

邊
忙
諸
赫
陵
を
巡
決
し
・
て
辮
甕
の
敏
都
の
迩
を
訪
ね
、
　
大
内
裏
、
大
極
殿
、
朝

堂
の
駈
を
指
呼
の
間
に
展
恐
し
て
、
京
証
研
究
の
事
情
を
聴
く
。
｝
災
に
冒
し

て
法
華
寺
に
赴
き
、
本
・
綜
十
一
面
槻
翫
爲
の
細
蟹
麗
な
魚
膠
を
駕
し
、
夏
大
な
諸

ゴ鯖
頭
、
暴
露
舵
寺
の
陶
磁
裂
傷
を
調
査
し
た
。
そ
れ
よ
り
海
龍
王
寺
の
西

　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
ニ

金
壁
を
見
て
不
退
寺
を
訪
れ
た
。
雄
健
な
板
纂
駿
を
持
つ
四
足
門
を
入
り
、

新
装
の
妻
采
尊
趨
暑
、
葵
明
王
等
の
穣
像
碧
し
、
多
賓
回
覧

離
し
て
、
薄
暮
の
畷
五
贋
饗
讃
た
Q
叢
裏
の
者
量
糞
繍
院

罷
寺
を
訪
ね
た
，

　
　
　
　
西
洋
三
三
答
∵
會

　
昭
和
二
十
年
度
第
三
回
例
會
　

十
二
月
十
一
日
午
後
」
時
よ
り
西
洋
史

研
究
室
に
て
溺
催
．
し
た
。
海
謝
者
は
原
教
授
・
井
上
助
教
授
以
下
十
三

名
。
．

　
一
、
．
ミ
ル
等
ン
の
ア
レ
．
オ
、
。
ハ
ギ
チ
カ
　
　
　
　
　
　
星
田
輝
博
大
温
漏

琴
古
墨
網
図
近
況

第
聯
…
十
掃
巻
　
錦
晶
號

七
三

f〈73）



葬

　
・
伊
賀
美
波
多
古
墳
翼
調
査
　
考
古
學
専
攻
駁
撃
の
燈
心
を
躯
ね
て
＋
二

箔
八
日
心
上
）
に
上
蓋
の
調
査
を
行
ふ
だ
び
広
原
教
授
・
小
林
助
華
以
下
學
愚

臣
生
七
名
は
こ
の
口
朝
八
時
三
分
，
の
奈
良
電
に
て
毘
獲
、
十
一
時
離
現
地
に

劉
葡
の
上
、
直
ち
に
最
も
大
き
い
馬
嫁
よ
り
略
渕
黛
を
囲
写
し
て
＋
二
時
牛

絡．

ｹ
Q
．
圖
地
勢
凸
型
校
で
一
汁
唱
茱
と
甘
籍
の
も
て
な
し
を
受
け
て
中
食

の
後
、
引
撒
い
て
女
郎
稼
・
毘
沙
門
塚
・
殿
塚
の
三
前
方
後
同
墳
を
ば
漏
、
れ

ぐ
測
定
し
て
鯛
．
々
の
甲
形
の
違
ひ
を
明
に
す
る
こ
と
が
寺
主
た
。
簿
慕

終
了
黙
認
螺
で
解
散
し
た
Q
・
こ
の
行
村
清
圓
油
郵
氏
が
東
遊
の
任
に
常
り

上
記
國
門
際
へ
風
甲
妨
鴇
な
り
い
池
畿
日
訊
小
隣
仁
万
人
W
心
馳
か
・
わ
縞
抜
助
を
縦
ハ
へ
ら
丸
・
た
の
鴫
く

短
時
問
で
よ
（
豫
定
の
調
講
を
絡
る
を
得
た
の
は
感
謝
ず
べ
廟
き
で
あ
乃
。

　
な
ほ
繊
原
教
授
と
樋
口
謝
乎
と
は
こ
の
夜
上
野
市
に
、
一
泊
の
上
墨
九
臓

（
霞
）
更
に
村
撒
筑
の
案
内
で
名
賀
郡
賓
張
町
夏
見
の
壕
佛
繊
土
の
康
寺
減

を
踏
査
も
、
種
凌
の
三
昧
あ
る
境
町
を
得
た
の
で
あ
っ
菟

　
大
墨
號
輪
生
特
別
研
究
會
＋
的
弓
六
田
（
木
）
午
後
一
時
か
ら
そ
の
錦

葱
を
教
室
で
朋
い
た
。
指
富
者
＋
名
。
夢
の
降
は
特
に
東
伏
見
講
師
の
・

織
癌
を
講
ふ
て
歴
史
考
古
學
殊
に
飛
烏
奈
良
朝
臓
物
の
研
究
團
題
を
中
心

と
し
て
活
渓
な
童
見
．
の
交
換
が
行
は
れ
、
梅
原
教
授
か
ら
そ
れ
に
．
瞬
い
て
は

齢
通
言
蔵
物
に
闘
開
す
る
傭
門
兄
の
必
要
な
駄
…
冷
脚
灘
綿
嗣
せ
・
り
れ
た
Q

　
考
吉
墨
・
談
贈
…
會
　
十
二
魁
晶
財
鱒
（
木
）
午
後
一
雨
牛
・
か
ら
本
年
訊
取
維
　
の
禽
蜻

．
を
考
古
雛
教
室
で
開
4
。
梅
原
敦
授
・
蔀
戸
講
師
以
下
禺
席
者
＋
盛
名
。

面
上
昭
和
十
七
年
完
工
満
…
三
年
問
朝
鮮
扶
徐
．
匹
於
け
る
百
濟
慰
跡
の
調
査

誕
ひ
最
蕩
き
吉
た
肇
黒
氏
を
虚
し
馬
賊
の
古
瓦
．
古
寺
阯
に

勘遇

｢
〃
て
の
調
盗
帥
駅
を
｛
総
い
た
。
　
同
F
氏
は
叫
先
づ
状
糠
渡
研
地
の
軒
夷
瓦
は
卸
」
為

　
　
　
　
　
舞
三
＋
一
巻
　
命
一
號
　
　
　
七
購

　
ザ
を
大
別
す
る
毒
四
っ
に
分
た
曲
る
こ
と
を
説
明
し
て
後
、
　
そ
の
一
た
る
複

郷
の
瓦
け
百
濟
時
代
に
は
存
し
な
か
っ
た
こ
ど
．
・
、
蹴
要
た
二
次
難
花
巴
瓦

當
に
見
る
で
著
し
い
二
類
の
繭
後
を
ぼ
尊
号
に
於
け
る
呼
笛
の
畢
瓦
に

見
る
押
型
の
干
支
の
交
字
や
、
毒
の
丁
寧
な
ど
か
．
ら
考
定
し
て
、
右
の
m
旧
地

か
ら
．
鰹
部
慈
恩
氏
の
扶
鍛
．
に
、
先
立
つ
公
州
に
於
け
る
軒
．
丸
瓦
な
る
も
の
㌧

疑
ふ
轟
き
貼
を
明
に
し
た
。
欝
し
て
寺
阯
に
就
い
て
は
扶
蘇
山
城
腹
、
準
百

濟
塔
を
中
心
と
す
る
，
二
三
艶
に
金
華
貯
南
郷
等
の
寺
阯
の
調
査
の
紹
過
並

に
實
際
を
詳
し
く
通
男
し
て
、
畢
に
阿
地
の
み
な
ら
ず
我
が
初
期
佛
…
教
鍛
・

ず
り
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
ム
ロ

跡
の
研
究
レ
脚
に
も
一
ボ
唆
す
る
所
静
か
“
の
っ
た
Q

伽
京
都
に
於
け
る
．
二
種
の
史
學
闘
隅
係
雑
誌
刊
行
め
計
蜜

　
股
恥
の
緊
迫
化
に
俘
ぴ
各
秘
の
學
論
難
誌
が
署
「
し
い
迎
刻
乃
至
休
利
の

φ
鳶
な
き
に
蓬
リ
蕩
、
の
事
情
は
絡
熾
後
も
な
ほ
著
し
（
改
善
を
見
な
い
實

歌
に
あ
る
が
、
暴
に
職
災
を
免
れ
た
寡
聞
に
於
い
て
、
斑
に
薪
墓
守
學

閲
…
係
の
二
つ
の
學
霧
m
雑
聴
隙
の
薪
飛
行
が
計
円
書
，
せ
ぢ
為
挙
用
々
応
鼠
現
の
歩
を
…
進
．

め
．
つ
Σ
あ
る
の
は
欣
ぶ
聴
き
病
、
あ
る
。
そ
の
一
．
つ
は
本
學
醗
史
科
出
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
コ
　
ハ

．
ゆ
墨
…
有
志
を
以
て
恕
媒
鳴
せ
ら
れ
た
門
口
本
史
研
究
金
翻
か
ら
す
る
季
刊
川
魏
W
誌
『
日
．

本
史
研
突
』
の
三
冠
で
あ
け
、
他
は
考
古
雄
ふ
教
霊
の
外
郭
…
醐
鱒
を
無
妻
と
す

る
曳
束
洋
燈
古
墨
』
の
翻
…
野
川
で
あ
る
。

　
惑
者
は
絡
職
を
契
槻
と
し
，
て
嬰
講
せ
あ
れ
．
て
る
る
b
奥
攣
に
し
て
配
置
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
セ
　

日
本
史
の
學
問
的
研
究
を
神
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
．
の
同
人
は
職
時

中
『
中
世
交
化
史
研
究
隔
を
編
纂
し
て
眞
画
．
島
な
祭
的
成
果
を
世
k
示
し
た

人
擁
で
あ
“
り
、
難
曲
ゆ
の
剃
行
の
外
に
研
究
の
丁
合
、
…
欄
査
な
ど
を
も
實
施
す
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る
と
云
ふ
・
い
峯
あ
會
斯
と
近
く
欝
る
甚
號
の
要
側
を
程
た
の
で
次

k
掲
げ
て
そ
．
の
健
全
な
る
三
越
を
湖
川
得
す
る
Q

　
　
　
r
日
本
史
研
究
三
々
期

　
　
「
、
本
倉
け
欄
的
は
日
本
史
並
に
之
に
關
す
る
諸
問
題
の
藁
撃
に
し
て

　
　
　
自
由
な
る
學
賜
的
羅
究
を
行
ふ
に
あ
り

…、

{
暑
・
誇
震
の
巻
量
・
（
姦
且
哺
圓
の
軍
帽
等
）
並
び
繍
奔

　
を
賓
施
し
、
三
無
脚
典
肌
他
の
剃
行
物
を
獲
行
ず

圃、

{
倉
は
欝
的
を
同
じ
く
せ
る
凡
ゆ
る
他
の
諮
團
灘
と
の
協
力
を
な

　
す
も
の
と
‘
す

一、

{
會
の
趣
土
熱
賛
し
脅
費
年
茸
醸
を
面
輪
す
る
も
の
を
會
鍛
と
す

叫、

?
、
の
霧
憾
”
畠
よ
り
馨
せ
る
委
暑
議
む
て
之
を
繋

　
す

　
頂
し
委
員
の
任
期
は
一
年
と
し
鋲
任
を
妨
げ
ず

一、

u
本
禽
に
入
曾
を
希
藍
す
う
も
の
は
，
穣
所
姓
名
職
務
を
詑
卜
し
て
、

　
木
會
鄭
務
班
（
寡
鄭
宙
左
京
匝
北
由
廻
萢
分
町
一
秋
田
一
編
三
部
）

　
　
に
串
訊
岬
ま
凸
’
べ
し

一
、
本
人
管
々
損
脳
は
倫
“
△
“
羅
悶
券
…
に
斑
7
蘭
月
じ
盃
“
散
脚
の
賠
叫
瘤
｝
を
受
け
鴨
　
こ
れ
ギ
に

　
研
劣
を
獲
表
す
る
こ
と
を
得

　
　
　
、
翻
‘
立
　
委
　
員
　
（
践
＋
膏
順
）

　
　
　
、
纈
’
噸
た
舷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
乱
　
　
　
．
9
・
．
2
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；

懇藤筒綴
　黒瀬井

　俊：重製
糖離雄離

、
綜

落勢’柴
田藤1・rl

報

ヴ良晃1「

潔
城
甲
三
男

林
魔
辰
瓢
㎝
郎

村
出
　
修
一
，

隅
男
　
啓
署

藤
岡
謙
ド
ニ
郎
、

毛
利
．
　
久

概
三

論
親

資
料

、
誘
座

　日

　本
＿典
璽研
穣究
版　・

幽第
ノ～轡

頁飽

第
一
轡
錦
一
號
欝
血
，

、
近
世
の
農
政
田
心
匠
Ψ

慮
鹿
素
行
論
究

謄
口
本
紀
舘
の
科
學
的
研
究
（
上
）

霞
…
本
丈
化
の
聖
画
秘
的
軸
画
絡

　
。
主
と
し
て
就
寺
豫
起
を
通
じ
て

講
　
和
（
歴
史
的
眞
簑
）

景
槻
墜
遷
史
の
縢
格
畳
嘗

緑鵬

Fρ

n丁
k
の
｝
搬
謝
門
縫
曲

國
史
教
育
の
方
向

昭
利
二
華
一
年
一
月
蒲
泄
む

村藤内i，li・

肉谷藤水

・修鋒　三
一雄晃男

原
　
　
嘉
事

藤
岡
謙
二
郎

藤
餐
俊
雄

前
研
　
一
良

辮
安
京
坊
門
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
勝
政
太
郎

必
“
野
時
代
の
難
路
緊
守
と
束
酉
爾
郷
　
　
林
饒
辰
三
郡

近
代
政
治
思
想
史
、
噸

　
　
第
一
講
　
幕
末
、
砂
政
濡
前
転

醤
瀞
藁
離
“

鋤
判
彙
蝦
　
驚

次
に
同
署
洋
山
考
古
學
翰
は
從
來
繋
樹
究
報
管
為
『
餅
究
養
料
叢
朔
』
を
利
行
し
て
、

内
部
の
充
實
を
．
示
し
て
雍
た
考
古
箪
教
室
の
岡
人
が
更
に
時
勢
の
要
艶
に

朦
じ
て
旧
く
醐
般
め
考
古
爬
羅
削
ぎ
促
誰
す
べ
ズ
計
鍵
聾
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
敦
箆
凝
の
業
蹟
が
獲
裏
に
蕪
ね
て
他
の
す
ぐ
れ
だ
研
究
を
も
牧
録

第
黒
十
扁
、
巻
　
第
「
轡
號

七
鉱

（．　7S　）



舎

報

ず
る
こ
と
を
斯
し
た
も
の
。
三
原
博
士
が
編
纂
の
費
に
任
£
、
離
．
凶
圃
（
発

し
…
明
年
は
二
岡
…
）
で
星
野
書
店
が
そ
の
烈
行
に
獣
る
こ
と
に
な
っ
て
黙
る
。

第
一
鰐
誠
計
る
、
七
八
n
月
、
の
｛
父
出
川
版
の
豫
定
で
．
着
々
準
備
岬
が
灘
｝
め
ら
れ
つ
Σ

あ
る
の
で
あ
る
。
留

謹

會
　
　
　
報

ー
ー
「
琉
継
一
物

　
　
　
騨
：
議
員
會

、
＋
二
邦
＋
七
濤
（
月
）
午
後
州
時
よ
り
女
樫
部
陳
列
館
貴
蜜
室
に
て
購
鰹
、

鱗
臨
虚
癒
康
・
宮
崎
非
上
・
藤
㊨
講
詳
議
只
藤
嚇
庶
務
會
引
換
鱗
委
員

一
席
A
先
づ
酋
田
詐
議
員
・
藤
原
委
員
よ
リ
過
虫
一
ケ
年
間
に
於
サ
る
国
務

　
　
り
の
報
告
が
．
あ
翌
、
　
つ
い
で
梅
原
評
議
戯
よ
“
欄
、
史
林
舗
獲
行
釈
態
に
競
い
て
．

の
説
閉
が
あ
っ
て
後
左
の
諾
事
項
を
決
定
し
て
二
時
牛
散
引
し
た
9

二
絡
験
に
伴
ひ
畠
野
敬
、
民
が
再
び
書
店
を
経
凝
し
て
幽
版
に
過
る
こ

　
　
と
に
む
つ
た
の
で
會
誌
『
史
林
舗
の
獲
肴
を
同
書
店
に
委
托
す
る
伴

　
一
、
役
綾
の
改
選
　
庶
勝
會
計
あ
鼎
任
と
七
て
西
輝
評
議
員
に
代
づ
て
新

　
　
だ
に
梅
原
詐
議
げ
貝
が
そ
の
桁
に
就
き
、
編
纂
蹴
任
に
は
宮
晦
欝
縫
員

　
　
之
に
紳
覇
リ
、
ゴ
な
ば
客
一
科
の
編
纂
枷
輻
任
は
非
∵
菰
・
藤
・
梅
療
…
の
訟
藩
旧
敏
蝋
型
楢

　
　
八
地
理
學
は
未
必
）
、
K
依
噛
す
る
こ
と
。

　
一
、
談
貸
串
の
考
古
學
の
備
細
纂
’
饗
員
と
し
て
新
た
愛
學
去
…
鯉
口
隆
康
氏

　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
を
佐
一
蠣
、
．
夏
に
藤
原
委
員
に
代
っ
て
庶
務
衛
ぼ
計
…
の
舜
務
を
も
依
鎖
す

　
　
　
　
ア
　
っ
ぽ

　
　
る
こ
差

　
　
　
　
　
第
黛
轟
－
叫
巻
　
　
第
一
號
　
　
　
　
　
七
ゐ
ハ
、

　
　
　
　
　
や
じ

　
、
一
、
営
榊
卜
信
漁
莞
民
よ
り
の
寄
附
金
受
領
の
件

　
旧
㌦
鞠
甲
刷
轡
一
驚
ハ
他
㊨
藻
縫
剛
に
礫
u
ふ
臨
時
の
慮
提
と
し
て
帯
聞
分
の
う
ち
念
煽
牌
ハ

　
　
の
外
に
倉
員
よ
り
難
誌
代
の
超
過
額
倣
支
彿
を
富
め
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
．
本
紙
霞
行
所
の
攣
更

　
隅
贋
時
巾
巾
恐
版
統
細
職
軸
偽
に
依
り
『
史
林
篇
の
発
凱
有
は
淑
」
禽
”
の
由
直
接
総
儲
管
…
の
｝
ト

に
置
き
昆
野
敬
一
氏
に
蕾
の
旗
務
を
囑
托
し
て
み
た
が
、
終
磯
に
俘
ひ
、
星

、
翼
店
薙
版
の
霧
を
闘
始
す
を
と
に
彦
た
の
で
事
務
の
軽
徳
を

期
宰
。
見
地
か
・
り
葡
聾
穣
屓
禽
決
議
嬢
っ
て
、
そ
の
獲
二
一
げ
て

岡
書
店
に
依
嘱
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
害
附
金
受
領

　
去
る
ナ
一
月
十
八
日
南
鐸
寺
で
開
雛
し
た
本
四
の
小
會
に
r
た
ま
く
繊

辱
ら
斐
笠
利
電
簿
下
信
餐
は
命
あ
蘂
に
．
養
し
・
て
愈
千
圓
の

審
離
を
申
し
海
ら
わ
た
。
俊
っ
て
評
田
口
會
の
談
を
経
て
、
毒
を
受
領
の

上
、
奪
の
晶
窪
成
、
殊
醤
究
要
磯
際
嚢
邦
犠
て
き
て
の
厚
意

に
翻
ふ
ご
吏
に
し
た
Q

．
蜜
、
員
動
謬

　
葬
　
　
亡
、

左
の
會
鍵
諸
氏
が
逝
法
せ
ら
れ
た
。
之
」
に
弔
意
を
表
亨
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
交
．
二
士
　
　
、
有
「
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
ま
．
向
層
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
城

宋淳賢
：tr”員1；‘壷
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